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Research Abstract ディーゼル排気粉じん(DEP)に含まれる内分泌撹乱物質を明らかにし、当該物質によるヒト曝露評価を⾏なうために本研究では、シャーシーダイナモ上で種々の
⾛⾏条件で運転する市販ディーゼル⾞からDEPを捕集して含有成分の抽出してアンドロゲン様作⽤/抗アンドロゲン作⽤をアッセイするとともに、アンドロゲン
様作⽤/抗アンドロゲン作⽤を担う含有成分及びその代謝物の分析法開発を⾏なった。その結果、以下の研究成果を得た。i)DEPには抗アンドロゲン成分が含ま
れる、ii)抗アンドロゲン成分としては、アリル炭化⽔素受容体(AhR)アゴニストとして作⽤する成分とアンドロゲン受容体(AR)のアンタゴニストとして作⽤す
る成分がある、iii)DEPEの抗アンドロゲン作⽤は、⾛⾏中のエンジン負荷が⾼いほど強く、AhRアゴニスト成分とARアンタゴニスト成分の含有量も多くなる
が、⾛⾏速度との関連では、異なった⾛⾏速度においても抗アンドロゲン作⽤は差がなく、AhRアゴニスト/ARアンタゴニスト成分の含有量にも差がない、iv)
アリル炭化⽔素受容体のアゴニストとして作⽤する成分の⼀つは、5環以上の環構造を持つ多環芳⾹族炭化⽔素類(PAH)である、v)PAH曝露の指標として尿中に
排泄されるPAH代謝物濃度に着⽬し、尿中のPAH⽔酸化物を検索したところ、幾つかのPAH⽔酸化体が検出されたが、中でも1-ヒドロキシピレン(1-OH-Pyr)及
び2-ヒドロキシフルオランテン(2-OH-Flu)の濃度が⾼かったため、1-OH-Pyr及び2-OH-Fluの⾼感度蛍光検出HPLC定量法を開発した、vi)尿中1-OH-Pyr及び2-
OH-Fluの濃度を喫煙者と⾮喫煙者で⽐較し、尿中1-OH-Pyr及び2-OH-Fluが多環芳⾹族炭化⽔素類の経気道曝露の良い指標となることを⽰した。
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